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（19）　国立大学における環境教育

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
環
境
教
育
は
地
球
環
境
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
中
で
も
、
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て
取
り
組
む
必
要
の

あ
る
分
野
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
開
催
さ

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
／
国
連
環
境
計
画
主
催
の
国
際
環
境
教
育
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

シ
ヨ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
で
は
、
環
境
教
育
の

目
標
は
「
環
境
と
そ
れ
に
関
わ
る
問
題
に
気
づ
き
、
関
心
を
も
つ

と
と
も
に
、
当
面
す
る
課
題
の
解
決
や
新
し
い
問
題
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
個
人
お
よ
び
集
団
と
し
て
働
く
た
め
の

知
識
、
技
能
、
態
度
、
意
欲
、
遂
行
力
な
ど
を
身
に
つ
け
た
世
界

の
人
々
を
育
て
る
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
一
九
九
一
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
初
・
中
等
教
育

に
お
い
て
環
境
教
育
を
重
視
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
盛
り
込
ま
れ
、

一
九
九
八
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
は
世
界
的
な
視
野

と
地
域
的
な
視
点
、
環
境
と
調
和
し
た
科
学
技
術
の
発
展
、
自
然

環
境
を
保
全
す
る
態
度
、
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
並
べ
ら
れ
て

　
（
3
）い
る
。
大
学
に
お
い
て
も
環
境
関
連
の
学
部
、
学
科
、
お
よ
び
研

究
科
の
新
設
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
環
境
に
つ
い
て
の
研
究
や
教
育

は
質
的
に
も
量
的
に
も
拡
大
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

　
日
本
の
大
学
で
は
学
生
に
自
分
の
所
属
す
る
学
部
の
専
門
科
目

と
専
門
教
育
と
は
直
接
の
関
連
は
な
い
非
専
門
科
目
の
履
修
を
義

務
付
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
非
専
門
教
育
は
大
学
の
設
置
基
準

の
「
大
綱
化
」
以
前
に
は
一
般
教
育
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も
共
通
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教
育
や
教
養
教
育
な
ど
に
名
称
を
変
え
て
、
大
学
に
よ
る
規
模
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
専
門
教
育
と
は
一
線
を
画
し
た
形
で
実
施

．
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
非
専
門
教
育
の
意
義
・
役
割
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
が
、
「
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

持
と
未
来
に
向
か
う
て
の
人
間
社
会
の
存
続
発
展
に
か
か
わ
る
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕

本
的
な
知
的
機
能
を
担
う
も
の
」
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
環

境
教
育
は
非
専
門
教
育
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と

に
な
る
。

　
本
論
文
で
は
一
九
九
八
年
度
の
全
国
の
四
年
制
の
国
立
大
学
の

非
専
門
教
育
の
枠
組
み
の
中
に
お
け
る
環
境
教
育
の
実
施
状
況
を

調
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
環

境
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

二
　
調
査
の
方
法

　
各
大
学
に
お
け
る
環
境
教
育
の
実
施
状
況
や
講
義
内
容
な
ど
の

情
報
は
大
学
の
発
行
し
て
い
る
一
九
九
八
年
度
版
の
講
義
概
要
か

ら
得
た
。
講
義
概
要
の
送
付
を
国
立
九
九
大
学
の
う
ち
、
学
部
を

も
た
な
い
五
つ
の
大
学
院
大
学
を
除
い
た
九
四
大
学
に
依
頼
し
、

八
一
大
学
か
ら
提
供
を
受
け
た
。
今
回
の
調
査
で
は
各
大
学
で
開

講
さ
れ
て
い
る
非
専
門
科
目
の
講
義
の
な
か
か
ら
、
内
容
が
直
接

的
ま
た
は
問
接
的
に
地
球
環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
と
筆
者
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

が
判
断
し
た
の
も
を
選
び
だ
し
て
分
析
の
対
象
に
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
扱
う
た
議
義
は
現
在
の
環
境
問
題
の
多
く
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
や
消
費
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
環
境
関
連
の

講
義
と
し
て
と
り
扱
っ
た
。
担
当
教
官
の
所
属
部
局
お
よ
び
専
門

分
野
に
つ
い
て
の
情
報
は
そ
れ
ぞ
れ
「
平
成
十
年
度
全
国
大
学

　
（
6
）一
覧
」
お
よ
ぴ
学
術
惰
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
る
教
官
の
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
得
た
。

三
　
結
果
と
考
察

　
三
・
一
　
開
設
状
況

　
国
立
八
一
大
学
に
お
け
る
「
環
境
」
関
連
の
非
専
門
科
目
の
開

設
状
況
を
第
一
図
に
示
す
。
講
義
数
は
開
講
期
問
が
半
年
で
、
単

位
数
が
二
単
位
の
講
義
を
一
と
数
え
た
。
開
設
さ
れ
て
い
る
環
境

関
連
の
講
義
の
総
数
は
三
四
七
で
、
一
大
学
当
た
り
の
平
均
開
講

数
は
ζ
と
な
っ
た
（
第
一
図
A
）
。
大
学
別
の
開
講
科
目
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

○
か
ら
二
二
ま
で
の
範
囲
で
、
大
学
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
開
講
数
も
多
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
う
た
。
開
講
数
が
○

の
十
五
の
大
学
の
ほ
と
ん
ど
は
医
学
系
ま
た
は
工
学
系
の
単
科
大

学
と
い
っ
た
小
規
模
な
大
学
で
あ
っ
た
。
一
方
開
講
科
目
数
が
十
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（21）　国立大学における環境教育

第一図　大学別の環境関連講義の開設状況

A．大学別の開講数（Z）

、イ、、二鷺＼

　B．学生1000人当たり
　　　の開講数（N）
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忘
ヴ
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・
、
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＜
．
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・
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’
　
’
　
’
　
　
　
　
　
’
　
’

、
、
　
4
．
、
、

’
　
’
　
’
　
’
　
’

、
　
、
　
、
　
、

’
　
’
　
’

を
越
え
る
十
一
の
大
学
の
う
ち
、
学
生
定
員
が
二
千
人
を
越
え
る

大
規
模
な
大
学
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。
学
生
千
人
当
た
り

に
換
算
し
た
開
講
数
（
第
一
図
B
）
は
o
か
ら
＝
■
ω
の
範
囲
に

あ
り
、
平
均
値
は
簑
と
な
ウ
た
。
学
生
数
を
基
準
に
し
た
場
合

は
、
開
講
数
の
実
数
の
場
合
と
は
逆
に
、
開
講
数
の
多
い
大
学
の

な
か
に
占
め
る
小
規
模
な
大
学
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
。
講
義
の

形
式
に
つ
い
て
は
、
授
業
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
講
義
が
二
七
三

（
↓
o
。
、
％
）
と
圧
倒
的
に
多
く
、
ゼ
ミ
ま
た
は
演
習
と
い
う
形
で

開
講
さ
れ
て
い
る
講
義
は
七
四
（
芦
ω
％
）
で
あ
っ
た
（
第
二
図
）
。

ゼ
、
ミ
ま
た
は
演
習
の
な
か
に
は
、
少
数
（
五
）
で
は
あ
る
が
、
環

．
境
計
測
の
実
習
を
組
み
込
ん
で
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
授
業
形
式

の
講
義
は
一
度
に
多
く
の
学
生
に
最
新
の
情
報
や
知
識
を
伝
達
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
反
面
ど
う
し
て
も
学
生
の
受
講
態
度
が

受
け
身
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ゼ
ミ
や
演
習
は
、

対
象
は
少
人
数
に
限
ら
れ
る
が
、
学
生
に
自
主
的
な
学
習
態
度
を

促
す
と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
三
・
四
節
で

も
う
一
度
議
論
を
す
る
。

　
開
講
科
目
数
の
大
小
を
決
め
る
第
一
の
要
因
は
個
々
の
大
学
が

非
専
門
教
育
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
ど
の
程
度
重
点
を
置
い

て
実
施
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
大
規
模
な
大
学
で
あ
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っ
て
も
、
非
専
門
教
育
を
重
視
し
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
れ
ぱ
、

環
境
教
育
も
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、

た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
非
常
勤
講
師
な
ど
を
委
嘱
し
て
充

実
し
た
環
境
教
育
を
行
う
て
い
る
大
学
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。

ま
た
講
義
を
担
当
す
る
教
官
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
も
講
義
数
を
決
め
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
大
規
模
な
大
学
で

は
教
官
数
が
多
い
の
で
容
易
に
多
種
多
様
な
講
義
を
開
講
で
き
る

の
に
対
し
、
非
常
勤
講
師
の
確
保
が
難
し
い
地
域
に
存
在
す
る
小

規
模
の
大
学
で
は
、
実
際
に
は
環
境
関
連
の
講
義
数
を
多
く
し
た

い
と
考
え
て
も
実
現
が
難
し
い
。

　
三
・
二
　
授
業
内
容

　
環
境
関
連
の
講
義
を
そ
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
、
人
文
、
社
会
、

お
よ
ぴ
自
然
科
学
の
三
分
野
と
大
学
の
所
在
す
る
地
域
の
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
地
域
」
の
合
わ
せ
て
四
分
野
に
分
類
し
た
と
こ

ろ
第
一
表
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
同
一
の
講
義

の
内
容
が
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
と
き
は
、
内
容
に
お

け
る
比
重
は
考
慮
せ
ず
に
、
一
つ
の
分
野
に
二
分
の
一
ま
た
は
三

分
の
一
と
い
う
数
値
を
割
り
当
て
た
。
講
義
お
よ
ぴ
ゼ
、
ミ
・
演
習

と
も
に
、
分
野
別
の
講
義
数
は
自
然
科
学
が
全
体
の
約
六
〇
％
、

第一表 講義およぴゼミ・講演の分野別開講数

分類　　　講義（273） ゼミ・演習（74＊）

人文科学
社会科学系

自然科学系

地　　　域

20　（7．39る）

77（28．2％）

172　（63．09る）

　4（1．5％）

8　（10，896）

21　（28－496）

46　（62，296）

＊分野別の開講数は4捨5入した値なので，全体の開講数と

は一致しない．

つ
い
て
は
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
し
た

自
然
科
学
の
分
野
の
講
義
で
は
個
別
の
環
境
間
題
の
因
果
関
係
を

自
然
現
象
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
個
々

の
環
境
問
題
、
例
え
ば
温
媛
化
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な

ど
が
講
義
項
目
に
合
ま
れ
て
い
る
講
義
数
を
調
べ
た
（
第
二
図

A
）
。
一
つ
の
講
義
で
扱
わ
れ
て
い
る
項
目
数
の
最
大
値
は
十
一

社
会
科
学
が
約
三
〇
％
、
人
文

科
学
お
よ
び
そ
の
他
の
分
野
が

残
り
の
一
〇
％
を
占
め
て
い
た
。

ま
た
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る

講
義
お
よ
ぴ
ゼ
ミ
・
演
習
の
開

講
数
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は

二
〇
％
弱
程
度
で
、
自
然
科
学

と
社
会
科
学
の
分
野
の
組
み
合

わ
せ
が
最
も
多
か
っ
た
。

授
業
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
講

義
の
う
ち
、
講
義
細
目
が
記
載

さ
れ
て
い
る
一
五
七
の
自
然
科

学
系
の
講
義
お
よ
び
一
〇
五
の

人
文
・
社
会
科
学
系
の
講
義
に
．

　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
図
）
。
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（23）国立大学における環境教育

　　　　　第二図

A．自然科学系

講義内容の分類

B．人文・社会科学系
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　デ鷺苧

で
、
平
均
値
は
ω
．
o
と
な
っ
た
が
、
半
数
以
上
の
講
義
で
は
項
目

数
は
二
以
下
で
あ
づ
た
。
ま
た
内
容
に
合
ま
れ
る
項
目
数
の
多
い

授
業
は
多
人
数
の
教
官
が
担
当
す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
が

多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
講
義
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
環

境
問
題
の
多
い
上
位
の
三
項
目
は
温
暖
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
お
よ

び
水
汚
染
で
、
全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
問
題
は
原
因
も
そ
の
結
果
生
じ
る
影
響
も
我
々
に
直
接
関
係
が

あ
り
、
か
つ
自
然
科
学
的
な
因
果
関
係
が
比
較
的
明
瞭
な
の
で
、

講
義
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
い
と
い
う
共
通
点

が
あ
る
。
一
方
、
そ
の
他
を
除
く
下
位
の
三
項
目
は
生
物
多
様
性
、

土
壌
、
お
よ
び
食
糧
に
関
連
す
る
環
境
問
題
で
、
原
因
は
と
も
か

く
我
々
に
は
直
接
的
な
関
係
が
薄
い
、
主
に
発
展
途
上
国
に
お
け

る
問
題
で
あ
る
と
謝
識
さ
れ
て
い
る
環
境
問
題
が
占
め
て
い
た
。

　
人
文
．
社
会
科
学
の
分
野
の
講
義
は
、
自
然
科
学
と
は
異
な
り
、

個
々
の
環
境
問
題
を
対
象
と
す
る
よ
り
は
環
境
問
題
全
体
を
各
々

の
分
野
の
視
点
か
ら
解
説
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
従

っ
て
こ
こ
で
は
講
義
を
経
済
学
や
政
治
学
と
い
っ
た
個
別
の
学
問

分
野
に
し
た
が
っ
て
分
類
し
た
（
第
三
図
B
）
。
そ
の
際
に
は
、

一
つ
の
講
義
が
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
を
一
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
一
つ
の
講
義
が
扱
う
分
野
　
湖
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は
平
均
値
は
約
；
で
あ
っ
た
が
、
三
分
の
二
近
く
の
講
義
が
あ

る
特
定
の
学
問
分
野
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
傾
向
は

人
文
科
学
の
分
野
の
講
義
で
顕
著
で
あ
っ
た
。
講
義
数
の
多
か
づ

た
分
野
は
環
境
政
策
や
国
際
関
係
な
ど
の
分
野
を
対
象
に
し
た
政

治
学
で
、
講
義
の
ほ
ぽ
四
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
次
い
で
、
倫
理

学
が
約
三
〇
％
、
経
済
学
が
二
五
％
と
い
う
順
に
な
っ
た
。
倫
理

学
や
経
済
学
の
分
野
で
は
．
「
環
境
」
を
対
象
に
し
た
領
域
で
大
き

な
発
展
が
あ
り
、
環
境
倫
理
学
や
環
境
経
済
学
と
い
っ
た
名
称
が

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
で
に
定
着
し
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
・
演
習
に
つ
い
て
は
自
然
科
学
の
分
野
で
あ
っ
て
も
、
社

会
科
学
の
分
野
で
あ
っ
て
も
、
環
境
問
題
の
性
質
上
、
内
容
が
特

定
の
分
野
に
固
定
さ
れ
る
可
能
性
は
小
さ
い
と
考
え
て
、
詳
し
い

分
析
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
三
・
一
二
　
担
当
教
官

　
講
義
・
ゼ
ミ
を
担
当
し
て
い
、
る
教
官
の
所
属
学
部
お
よ
ぴ
専
門

分
野
の
内
訳
を
第
三
図
に
示
す
。
環
境
関
連
の
講
義
は
内
容
の
性

質
上
複
数
の
教
官
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
三
名
以

上
の
教
官
が
講
義
を
担
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
講
義
で
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
い
る
教
官
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。

教
官
を
所
属
学
部
で
み
る
と
、
工
学
部
、
教
育
学
部
、
お
よ
び
教

養
学
部
と
教
養
部
を
改
組
し
て
設
置
さ
れ
た
学
部
（
以
降
、
教
養

系
学
部
と
呼
ぶ
）
で
全
教
官
の
ほ
ぽ
半
分
を
占
め
て
い
た
（
第
三

図
A
）
。
工
学
部
は
教
官
数
の
多
い
学
部
で
あ
り
、
温
暖
化
、
酸

性
雨
、
原
子
力
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
環
境
問
題
が

工
学
の
領
域
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
教
育
学
部
と

教
養
系
学
部
は
「
大
綱
化
」
以
前
に
は
、
一
般
教
育
を
担
当
し
て

い
た
主
要
な
組
織
で
あ
づ
た
と
い
う
経
緯
が
環
境
関
連
の
講
義
を

担
当
す
る
教
官
が
多
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
教
育
系
の
大
学
に

お
い
て
は
、
将
来
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
を
担
う
教

師
の
育
成
と
い
う
面
か
ら
も
環
境
教
育
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も

関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
三
学
部
に
続
い
て
農
学

部
と
理
学
部
所
属
の
教
官
が
多
か
っ
た
。
「
環
境
」
研
究
を
白
然

科
学
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
地
球
上
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

現
象
を
研
究
対
象
に
す
る
「
地
球
科
学
」
と
、
環
境
と
動
物
や
植

物
の
間
の
相
互
作
用
を
研
究
対
象
に
す
る
「
生
態
学
」
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
両
学
部
所
属
の
教
官
も
環
境

を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
環
境
関
連
の
講
義
を
担

当
す
る
機
会
も
大
き
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
、
法
学
部
や
経
済
学
部
と
い
っ
た
文
系
の
学
部
に
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　第三図　担当教官の所属学部およぴ専門分野

A．所属学部　　　　　　　　　　　B．専門分野

人文系

法学部
経済学部

　　、へ’非奄勤’、

　’、へ’1州’、

その他
（21〕

環境系
‘20）

所属学部

（343名）

教育学部
　t56〕

」連学部＝

　｛29）
　　　　　農ゲ部
　　　　　　（37〕

’∵妓裟索㌧’一
二’　“O〕　一∵’’

所
属
す
る
教
官
の
数
は
全
体
の
一
〇
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
開

講
数
で
は
文
系
の
講
義
お
よ
び
ゼ
ミ
・
演
習
が
全
体
の
約
三
分
の

一
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
こ
の
事
実
は
若
干
の
説
明

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
講
義
内
容
と
担
当
教
官
の
所
属
学
部
の
関
係

を
調
べ
て
み
る
と
、
文
系
の
講
義
の
多
く
は
専
門
学
部
の
教
官
と

い
う
よ
り
は
教
養
系
学
部
ま
た
は
教
育
学
部
に
所
属
す
る
教
官
が

担
当
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
文
系
の
学
部
で
は

「
環
境
」
を
対
象
に
し
た
研
究
が
一
部
の
教
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
お
り
、
学
科
や
課
程
を
構
成
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
成
長
し
て
い

な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
事
突
、
国
立
大
学
の
学
部
・
学
科
構
成

を
調
ぺ
て
み
る
と
、
名
称
に
「
環
境
」
が
合
ま
れ
て
い
る
学
科
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

工
学
部
や
農
学
部
と
い
づ
た
理
系
の
学
部
に
遍
在
し
て
お
り
、
大

学
院
レ
ベ
ル
で
も
環
境
を
対
象
に
し
た
文
系
の
専
攻
は
こ
れ
ま
た

　
　
　
　
（
1
1
〕

極
め
て
少
な
い
。
地
球
環
境
問
題
の
多
く
は
温
暖
化
や
酸
性
雨
と

い
っ
た
自
然
現
象
で
あ
り
、
原
因
の
特
定
や
影
響
の
評
価
、
さ
ら

に
は
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
の
立
案
に
は
、
白
然
科
学
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

の
分
野
で
の
環
境
研
究
の
成
果
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
環
境
研
究
が
理
学
や
工
学
と
い
っ
た
分
野
に
偏
っ
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）

ま
う
の
は
、
日
本
で
の
環
境
研
究
の
歴
史
的
経
緯
も
あ
っ
て
や
む

を
得
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
技
術
的
な
対
応
だ
け
に
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頼
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
「
持
続
的

な
発
展
」
を
可
能
に
す
る
形
に
作
り
か
え
て
い
こ
う
と
す
る
の
で

あ
れ
は
、
人
文
・
社
会
科
学
の
分
野
の
環
境
研
究
を
一
層
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
非
常
勤
講
師
へ
の
依
存
率
は
平
均
で
一
〇
％
強
で
あ
う
た
が
、

近
接
し
た
地
域
に
他
大
学
の
多
い
大
都
市
圏
の
大
学
ほ
ど
依
存
率

が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
周
辺
に
他
の
大
学
が
少

な
い
地
域
の
大
学
で
は
、
担
当
者
の
確
保
が
容
易
で
な
い
こ
と
が
、

非
常
勤
に
依
存
す
る
割
合
が
小
さ
く
な
っ
た
原
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
非
常
勤
講
師
へ
の
依
存
率
は
個
々
の
大

学
の
環
境
関
連
の
講
義
の
開
講
数
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。

　
担
当
教
官
の
専
門
分
野
は
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て

い
る
二
〇
〇
名
の
研
究
者
の
個
人
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
調
べ
た

（
第
三
図
B
）
。
専
門
分
野
は
研
究
者
ご
と
に
三
つ
挙
げ
ら
れ
て
い

る
専
門
分
野
の
う
ち
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
分
野
に
基
づ
い

て
分
類
し
た
。
理
学
・
工
学
・
農
学
と
い
っ
た
理
系
の
領
域
を
専

門
分
野
に
挙
げ
て
い
る
教
官
が
全
体
の
約
六
〇
％
、
文
系
が
二
〇

　
　
　
　
　
（
M
〕

％
強
、
環
境
科
学
と
そ
の
他
が
二
〇
％
弱
と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。

こ
の
専
門
分
野
の
構
成
に
お
け
る
特
徴
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
一
つ
は
、
講
義
数
に
較
べ
て
文
系
の
分
野
を
専
門
と
す
る
教
官

数
が
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
術
情
報
セ
ン
タ

ー
で
個
人
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
教
官
約
二
二
〇
名
の

う
ち
四
〇
％
近
く
が
文
系
の
教
官
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
第
二
の
特
徴
は
「
環
境
科
学
」
を
第
一
の
専
門
と

し
て
い
る
教
官
が
全
体
の
一
〇
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
対
象
を
三
つ
の
専
門
分
野
に
広
げ
て
も
、
こ
の
数
値
は

三
〇
％
程
度
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
環
境
教
育
を
担
当

し
て
い
る
教
官
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
分
の
専
門
を
「
環
境
科
学
」

と
は
み
な
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
環
境
科
学
と
い
う
領
域
が
学
際
的
な
色
彩
が
強
い
た
め
に
、
教

官
自
身
が
環
境
を
研
究
の
対
象
に
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
「
環
境

科
学
」
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

．
つ
ま
り
、
現
在
の
環
境
を
対
象
に
し
た
研
究
の
多
く
が
、
既
存
の

研
究
分
野
の
枠
組
み
の
中
で
行
わ
れ
て
お
り
、
環
境
科
学
が
「
環

境
学
」
と
い
っ
た
よ
う
な
一
つ
の
独
立
し
た
研
究
分
野
と
し
て
は

確
立
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
の
理
由
と
し
て
は

環
境
を
直
接
の
研
究
の
対
象
に
し
て
は
い
な
い
教
官
が
な
ん
ら
か

の
事
情
が
あ
っ
て
講
義
を
担
当
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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三
・
四
　
環
境
教
育
の
目
的

　
環
境
教
育
は
本
来
は
初
・
中
等
教
育
に
お
い
て
重
点
的
に
行
わ

れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
－
か
し
、
大
多
数
の
学
生
に
と

う
て
は
、
特
別
な
生
涯
教
育
や
社
会
人
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除

け
ば
、
大
学
が
環
境
に
つ
い
て
学
ぷ
最
後
の
機
会
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
初
・
中
等
教
育
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発

展
さ
せ
た
内
容
の
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
目
本
の
大
学
に
お
け
る
環
境
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察

を
す
る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
一
）
　
環
境
意
識
の
国
際
比
較
に
よ
る
と
“
て
れ
は
他
の
社
会

問
題
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
日
本
人
は
環
境
に
対
す

る
知
識
や
意
識
は
高
い
も
の
の
、
自
発
的
な
行
動
に
対
し
て
は
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

極
的
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
筆
者
ら
が
最
近
行
っ

た
大
学
生
の
環
境
意
識
調
査
に
お
い
て
も
、
同
様
な
傾
向
が
は
っ

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

き
り
と
現
れ
て
い
た
。

　
（
二
）
　
環
境
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
環
境
問
題
に

つ
い
て
の
知
識
や
情
報
の
入
手
先
と
し
て
は
テ
レ
ビ
、
雑
誌
と
い

っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岬
）

は
有
用
な
惰
報
源
と
し
て
の
貢
献
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。

　
（
三
）
　
大
学
入
試
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
日
本
独
特
の
教
育
シ

ス
テ
ム
の
た
め
に
、
小
・
中
等
教
育
に
お
け
る
環
境
教
育
が
教
室

で
の
授
業
と
い
う
形
態
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
環
境
問
題
が

自
分
自
身
と
直
接
は
関
係
の
な
い
、
遠
く
の
世
界
の
現
象
と
と
ら

　
　
（
㎎
、
1
9
）

れ
や
す
い
。

　
従
っ
て
大
学
レ
ベ
ル
の
環
境
教
育
で
は
知
識
・
情
報
の
伝
達
と

い
っ
た
要
素
に
加
え
て
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
が
い
う
と
こ
ろ
の
、

「
当
面
す
る
課
題
の
解
決
や
新
し
い
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
止

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
る
た
め
の
意
欲
、
行
動
力
な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
（
傍
点

は
筆
者
）
こ
と
に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
も
し
環
境
問
題
に

対
す
る
行
動
を
動
機
付
け
る
重
要
な
要
素
は
そ
の
問
題
を
体
験
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
こ
と
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
環
境
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
体

験
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
の
現
地

調
査
と
文
献
調
査
を
組
み
合
わ
せ
て
、
学
生
自
身
の
手
で
彼
ら
の

経
験
を
体
系
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
生
が
環
境
問
題
に
自
主
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
〕

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
環
境
教
育
を
行
う
に
は
授
業
よ
り
も
ゼ
ミ
・
演
習
形
式

の
講
義
が
適
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
今
回
の
調
査

の
対
象
と
し
た
国
立
大
学
に
お
け
る
環
境
教
育
は
授
業
形
式
の
講

義
が
主
流
で
あ
り
、
意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
講

義
細
目
か
ら
判
断
す
る
限
り
は
環
境
問
題
の
「
理
解
」
や
「
評
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価
L
に
重
点
が
置
か
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
．

　
環
境
研
究
が
学
際
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
環
境
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
倫
理
学
、
経
済
学
、
生
物
学
、
化
学
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
知
識
を
関
連
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
を

合
成
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
大
学
に
お
け
る
環
境
教

育
も
そ
の
点
を
考
慮
し
た
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
三
・
二
節
で
説

明
し
た
よ
う
に
一
つ
の
講
義
で
自
然
科
学
と
人
文
・
社
会
科
学
の

分
野
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
が
全
体
の
二
〇
％
程
度
あ
っ
た
の
も
そ

の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
よ
り
充
実
し
た
環
境
教
育
を
実
施
し

た
い
の
で
あ
れ
ぱ
、
現
在
の
非
専
門
教
育
の
実
施
方
法
を
改
め
る

必
要
が
あ
る
。
学
生
が
そ
の
興
味
に
従
っ
て
ア
ラ
カ
ル
ト
的
に
環

境
関
連
の
講
義
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
．
一
群
の
相
互
に
関
連

の
あ
る
科
目
群
と
し
て
大
学
側
が
学
生
に
提
示
し
、
学
生
は
そ
の

す
べ
て
の
科
目
を
履
修
す
る
よ
う
な
、
例
え
ば
、
副
専
攻
と
い
っ

た
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、

広
く
、
浅
く
と
い
う
伝
統
的
な
一
般
教
育
の
手
法
と
は
か
な
り
異

な
る
が
、
十
分
に
試
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
謝
辞

本
論
文
の
資
料
の
収
集
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、

学
務

課
、
社
会
学
部
四
年
の
江
副
大
基
、
祖
式
洋
介
、
野
沢
勝
、
堀
楠
平
、

野
吾
克
之
、
吉
田
貞
信
の
諸
君
、
お
よ
ぴ
化
学
研
究
室
助
手
の
尾
崎

成
子
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

（
1
）
　
地
球
環
境
問
題
と
は
、
一
九
九
二
年
の
国
連
環
境
会
議
で
と
り

　
あ
げ
ら
れ
た
、
解
決
に
は
国
際
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
さ

　
れ
る
一
群
の
環
境
間
題
を
い
う
。
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
壌
、

　
酸
性
雨
、
海
洋
汚
染
、
有
害
廃
棄
物
越
境
移
動
、
生
物
多
様
性
喪
失
、

　
砂
漠
化
、
熱
帯
林
減
少
、
お
よ
ぴ
途
上
国
公
害
の
九
つ
を
さ
す
。

（
2
）
　
一
九
七
七
年
に
は
環
境
教
育
に
関
す
る
政
府
間
会
議
が
ト
ピ
リ

　
シ
で
開
か
れ
、
同
じ
主
旨
の
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
最
新
の
学
習
指
導
要
領
は
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
十
年

　
二
一
月
一
四
日
に
告
示
さ
れ
、
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
十
一
年

　
三
月
一
日
に
要
領
案
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
教
養
課
程
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
国
立
大
学
協
会
）
、
「
教
養

　
課
程
の
改
革
」
（
一
九
八
八
）
。

（
5
）
　
調
査
の
対
象
を
地
球
環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
講
義
と
限
定

　
し
た
の
で
、
都
市
環
境
、
住
環
境
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
分
野
を
対

　
象
に
し
た
講
義
は
分
析
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

（
6
）
　
平
成
十
年
度
全
国
大
学
一
覧
、
文
教
協
会
（
一
九
九
八
）
。

（
7
）
　
「
研
究
者
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
（
カ
向
o
o
）
」
、
学
術
惰
報
セ
ン
タ
ー
、

　
文
部
省
（
一
九
九
九
）
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
収
録
期
問
は
一
九

　
九
六
年
五
月
現
在
で
、
デ
ー
タ
数
は
約
一
四
万
件
で
あ
る
。

（
8
）
　
こ
こ
で
は
、
学
生
定
員
数
が
二
千
人
以
⊥
の
大
学
を
大
規
模
大

　
学
、
千
人
以
下
の
大
学
を
小
規
模
大
学
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。
大
学
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の
規
模
は
、
学
部
数
、
所
属
教
官
数
、
予
算
規
模
な
ど
か
ら
も
分
類

　
で
き
る
が
、
ど
の
基
準
で
大
学
を
分
類
し
て
も
今
回
の
議
論
の
内
容

　
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

（
9
）
　
「
向
目
く
ざ
o
目
昌
o
ミ
巴
向
o
o
コ
o
昌
－
鶉
」
や
「
向
o
o
6
o
q
ざ
巴
向
o
o
－

　
昌
昌
一
8
」
、
「
向
…
マ
昌
昌
彗
討
一
雲
三
8
」
と
い
っ
た
題
名
の
本
が

　
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
「
環
境
」
に
関
達
し
た
学
部
ま
た
は
学
科
の
あ
る
国
立
大
学
は

　
三
九
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
人
文
・
祉
会
科
学
系
の
学
科
ま
た
は
課
程

　
を
も
つ
の
は
一
大
学
の
み
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
「
環
境
」
と
い
う
名
称
を
含
む
博
士
課
程
を
も
つ
三
八
の
研
究

　
科
の
う
ち
、
人
文
・
社
会
科
学
系
は
二
つ
の
み
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
「
オ
ゾ
ン
層
破
壊
」
や
「
温
暖
化
」
に
関
し
て
は
、
地
球
科
学

　
の
分
野
の
研
究
者
の
国
際
協
力
に
よ
っ
て
、
原
因
、
予
測
、
対
策
な

　
ど
に
つ
い
て
、
政
策
決
定
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
－
巾
O
〇
一
．
．
O
＝
昌
凹
け
①
O
＝
唖
目
O
q
o
－
㊤
㊤
9
－
昌
O
凹
〇
一
ω
一
＞
O
O
O
弐
O
目
ω
印
目
O

　
】
≦
－
巨
O
q
與
巨
O
目
　
O
↓
　
O
＝
自
一
四
一
〇
　
〇
＝
凹
目
O
q
①
一
　
ω
o
討
コ
ご
コ
o
－
↓
而
o
す
目
ド
巴

　
＞
目
巴
｝
m
①
ω
、
一
〇
胆
ヨ
σ
ユ
o
o
q
①
ζ
目
｝
く
．
巾
H
①
ω
ω
（
－
o
o
①
）
。

（
1
3
）
　
日
本
で
は
、
過
去
の
厳
し
い
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
を
政
府
の

　
規
制
と
技
術
の
改
良
に
よ
っ
て
低
減
さ
せ
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ

　
と
が
、
結
果
的
に
は
研
究
の
重
点
を
理
学
・
工
学
系
の
分
野
に
置
く

　
こ
と
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
日
本
学
術
振
興
会
の
分
類
に
よ
る
と
、
環
境
動
態
解
析
、
環
境

　
影
響
評
価
、
お
よ
ぴ
環
境
保
全
が
環
境
科
学
に
該
当
す
る
。

（
1
5
）
　
御
堂
岡
　
潔
、
小
野
寺
典
子
、
「
環
境
に
つ
い
て
の
目
本
人
の

　
意
識
と
行
動
」
、
N
H
K
放
送
文
化
調
査
研
究
年
報
芦
o
P
；
o
－

　
M
違
（
－
竈
⑦
）
’

（
1
6
）
　
ラ
ザ
フ
ァ
リ
ソ
ン
ズ
ニ
フ
ラ
イ
ナ
、
奥
野
麻
衣
子
、
御
代
川
貴

　
久
夫
、
未
公
表
デ
ー
タ
。

（
1
7
）
　
地
球
環
境
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
会
（
国
立
環
境
研
究
所
）
、

　
「
地
球
環
境
問
題
を
め
ぐ
る
消
費
者
の
意
識
と
行
動
が
企
業
戦
略
に

　
お
よ
ぼ
す
影
響
、
消
費
者
編
一
日
独
比
較
」
（
一
九
九
九
）
。

（
1
8
）
　
O
カ
声
P
～
く
’
同
o
o
－
o
o
q
－
o
巴
「
饒
①
『
o
o
｝
一
向
o
＝
o
凹
ご
o
目
凹
コ
α

　
↓
轟
冨
ま
昌
ざ
蛯
勺
o
峰
昌
o
｛
①
；
峯
o
『
頁
≧
g
目
き
z
メ
望
軸
言

　
ζ
目
～
彗
ω
一
q
o
｛
Z
o
名
く
o
寿
巾
『
窃
ω
（
ε
竃
）
．

（
1
9
）
　
こ
の
よ
う
な
環
境
教
育
の
欠
点
を
児
童
・
生
徒
白
身
に
よ
る
野

　
外
の
観
察
や
調
査
な
ど
を
取
り
込
み
な
が
ら
改
善
し
よ
う
と
す
る
試

　
み
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
実
践
例
を
ま
と
め
た
も

　
の
と
し
て
、
囲
中
　
実
、
安
藤
聡
彦
編
、
「
環
境
教
育
を
つ
く
る
」
、

　
大
月
書
店
（
一
九
九
七
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
0
）
　
U
O
Z
－
＞
コ
カ
ー
甲
鵯
目
匹
ω
O
＞
カ
向
9
宛
二
↓
す
①
勺
o
＝
ω
－
o
o
竃
↓
『
o
・

　
目
穿
一
向
自
三
8
目
∋
①
鼻
巴
勺
『
〇
一
〕
－
①
冒
ω
雪
己
巾
『
o
訂
o
巨
o
p
弔
⊆
巨
ざ

　
○
q
三
9
0
冨
『
后
『
9
雷
ら
0
1
雷
－
－
雪
N
（
竃
彗
）
．

（
刎
）
　
下
羽
友
衛
、
「
大
学
に
お
け
る
環
境
教
育
の
試
み
」
、
教
育
、
心
O
。

　
（
冨
）
、
o
p
雷
－
お
（
一
九
九
八
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
犬
学
院
修
士
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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